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企 7月に刊行された「富山大学概要」と「富山大学の現状と課題2000」
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��ミ』ミ』
（政 令 ）

O 教 育 公 務 員 特 例 法 施 行 令 等 の一 部 を 改 正 す る 政 令
(380 ) （平成1 2 . 7. 14 官報第2912号 ）
0著作権 法施行 令 の一部 を 改正 す る 政 令 （382) （向上 ）

（規 則 ）
O人事院規則 9 2 （俸給表 の適 用 範囲 ） の一部 を 改 正

す る人事院規則 （人事院 9 - 2 - 36 )  （ 平 成12 . 7 
10 官報第290 8号 ）

0人事院規則 9 - 8 （初 任給． 昇格， 昇給等 の 基準 ） の
一部 を 改正 す る人事院規則 （同 9 - 8 - 42 )  （同上 ）

O人事院規則 9 - 17 （俸給 の特別 調整額 ） の一 部 を 改正
す る人事院規則 （同 9 -17-77) （向上 ）

0 教育 公務員特例法等 の一部 を 改正す る法律 （平成12年
法律第52号 ） の施行 に 伴 う 関 係人事院規則の整備 に 関

す る人事院規則 （同 1 - 30 )  （ 平成12 . 7 . 1 4  官報
第2912号 ）

（告 示 ）
O 教 育 の 免許状授与所要資 格 を 得 させ る た め の課程 と し

て認 定 し た 件 （文部 1 24 ) （平成12. 7 .  7 官 報 号 外
第136 号 ）

0 教 育 の 免許状授与所要資格を 得 させ る た め の養護教諭
養成機関 と し て 指定 し た 件 （同125) （向上 ）

0 教 育 の免許状授与所要資格 を 得 させ る た め の教員養成
機関 と し て 指定 し た 件 （同126 ～ 1 29 ) （同上 ）

0 平成13年度 に お い て教科用図書の検定 の 申 請 を 行 う こ
と が で き る 教科用図書の種 目 及 び機関 を 定 め る 件 （同
136 )  （平成12. 7 . 16 官報第291 9号 ）

�I��� 

国立大学の設置形態に関する検討特別委員会要項の制定

国立大学の設置形態に関する検討特別委員会要項の制定理由

国立大学 の 独立行政法人化 の諸 問題 を 調査 し ， 検討す る 委員会 を設置す る た め ， 所要事項 を 定 め る 。

国立大学の設置形態 に 関す る 検討特別 委員会 要項 を 次 の と お り制 定す る 。

平成12年 6 月 23 日

国立大学の設置形態に関する検討特別委員会要項

（設 置 ）
第 1 条 富 山 大学評議会 の下 に ， 国立大学 の 独 立 行 政 法

人化 の諸 問 題 を 調査し 検討す る た め， 国立大学 の 設
置形態 に 関す る 検討特別 委員会 （ 以下 「特別 委員会 」
と い う 。 ） を 置 く 。

（組 織 ）
第 2 条 特別 委員会 は ， 次 の 各 号 に掲げ る 者 を も っ て組

織 す る 。
(1） 副 学 長

富 山 大学長 時 津 貢

(2） 評議員 各学部l人
(3) 学部か ら選 出 さ れ た 教員 各 l人
(4) 事 務局長

（任 期 ）
第 3 条 前条第 3 号 の 委員 の任期は， 2 年 と し ， 再 任 を

妨げ なし、 。 ただ し ， 欠 員 を 生 じ た 場 合 の 後任 の 委 員 の
任 期 は ， 前 任 者 の残 任期間 と す る 。

（委員 長 ）
第 4 条 特別 委員会 に 委員 長 を 置 き ， 学長が指名 し た 副

学長 を も っ て 充 て る 。
2 委員長は， 特別 委員会 を招集 し ， そ の 議 長 と な る 。
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ただし 委員 長 に 事故 あ る と き は ， 委員 長 が あ ら か じ
め 指 名 し た 委員 が そ の 職 務 を 代行す る 。

（議 事 ）
第 5 条 特別 委員会 は ， 委員 の過半数 が 出 席 し な け れば

開会 で き な い 。
2 議事 は ， 出席委員 の過半数 を も っ て 決 し ， 可否同数

の と き は 議 長 の 決す る と ころ に よ る 。
3 特別 委員会 で検討 さ れ た 内 容 は ， 評議会 に 報告 す る

も の と す る 。
（ 意 見 の 聴 取 ）

第 6 条 特別 委員会 が必 要 と認 め た と き は． 委員 以 外 の

報 第427号

者 の 出席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。
（庶 務 ）

第 7 条 特別 委員会 の庶 務 は， 総務部総務課 に お い て 処
理す る 。

（雑 則 ）
第 8 条 こ の要項 に 定 め る も の の ほ か． 特別 委員会 の運

営 に 関 し，�、 要 な事項 は ， 特別 委員会 が 定め る 。

附 則
こ の 要項 は ， 平成12年 6 月 23 日 か ら 実施す る 。

富山大学の将来計画に関する検討特別委員会要項の制定

富山大学の将来計画に関する検討特別委員会要項の制定理由
’一F・....E…ー…

本 学 の将来計画 に 関 し ， 具体 的 に 検討す る 委員会 を 設置す る た め ， 所要事項 を定 め る 。 ； 
富 山 大学 の将来 計画 に 関す る 検討特別 委員会 要項 を 次 の と お り制 定す る 。

平成12年 7 月 31 日

富山大学の将来計画に関する検討特別委員会要項

（設 置 ）
第1 条 富 山 大学評議会 に ， 富 山 大学 の理念 ， 基本 目 標

に 基づ き 中 ・ 長期計画 を策 定す る た め ， 富 山大学 の 将
来 計 画 に 関す る 検討特別 委員会 （ 以下 「特別 委員会 」
と い う 。 ） を 置 く 。

（組 織 ）
第 2 条 特別 委員会 は ， 次 の 各 号 に掲げ る 者 を も っ て組

織 す る 。
(1） 学 長 が 指 名 し た 副学長 1 人
(2） 学部長
(3) 附属図書館 長

2 学長， 副学長 （前項 第 1 号 の 副 学 長 を除 く 。 ） 及 び
事務局長 は ， オ ブザーパー と し て 出席す る こ と が で き
る 。

（委員 長 ）
第 3 条 特別 委員会 に 委 員 長 を 置 き ， 副学長 を も っ て 充

て る 。
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（運 営 ）

富 山 大学長 時 津 貢

第4 条 特別 委員会 は ， 委員長が招集 し ， そ の 議 長 と な
る 。 ただ し ， 委員 長 に 事故 あ る と き は ， 委員 長 が あ ら
か じ め指名 し た 委員 が そ の職務を 代行す る 。

2 特別 委員会 で検討さ れ た 内 容 は ． 評議会 に 報 告 す る
も の と す る 。

（ 意 見 の聴取 ）
第 5 条 特別 委員会 が必 要 と認 め た と き は， 委員 以 外 の

者 の 出席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と がで き る 。
（庶 務 ）

第 6 条 特別 委員会 の庶 務 は ， 総務部企画室 に お い て 処
理す る 。

（雑 則）
第 7 条 こ の要項 に 定 め る も の の ほ か， 特別 委員会 の運

営 に 関 し必 要 な事項 は ， 特別 委員会 が 定 め る 。

附 則
こ の 要項 は ， 平成12年 7 月 31 日 か ら 実施す る 。
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富山大学の在り方に関する検討特別委員会要項の制定

ー富山大学の在り方に関する検討特別委員会要項の制定理由 一日

本 学 の教育研究組織 の 在 り 方 及 び富 山 県 内 高等教育機関 と の連携 等 に つ い て 調 査 し ， 検 討 す る 委員 会 を 設 置 す
る た め ， 所要 事項 を 定 め る 。

富 山 大学 の 在 り 方 に 関す る 検討特別 委員 会要項 を 次 の と お り制定す る 。

平成12年 7 月 31 日

富山大学の在り方に関する検討特別委員会要項

（設 置 ）
第 l 条 富 山 大学評議会 に ， 本 学 の教育研究組織 の 在 り

方 及 び 富 山 県 内 高等教育機関 と の連携 等 に つ い て 調査
し． 検討す る た め ， 富 山 大学 の 在 り 方 に 関す る 検 討特

別 委 員 会 （ 以下 「特別 委 員 会」 と い う 。 ） を 置 く 。
（組 織 ）

第 2 条 特別 委員 会 は ， 次 の 各 号 に掲げ る 者 を も っ て組
織 す る 。
(1） 学 長 が 指 名 し た 副学長 1 人
(2） 評議員 各学部 l 人

2 学長， 副 学 長 （前項 第 l 号 の 副 学 長 を除 く 。 ） 及 び
事 務局 長 は ， オ ブザーパー と し て 出席す る こ と が で き
る 。

（ 委員 長 ）
第 3 条 特別 委員 会 に 委員 長 を 置 き ， 副学長 を も っ て 充

て る 。
2 委員 長 は ， 特別 委員 会 を招集 し ， そ の 議長 と な る 。

富 山 大学長 時 津 貢

ただし 委員長 に 事故 あ る と き は． 委員 長 が あ ら か じ
め指名 し た 委員 が そ の職務を 代行す る 。

（運 営 ）
第 4 条 特別 委員 会 は ， 委員 の過半数 が 出 席 し な け れば

開 会 で き な い 。
2 特別 委 員 会 で 検討 さ れ た 内 容 は ， 評議会 に 報告 す る

も の と す る 。
（ 意 見 の聴 取 ）

第 5 条 特別 委員会が必 要 と認 め た と き は ， 委員 以 外 の
者 の 出 席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。

（庶 務 ）
第 6 条特別 委員 会 の庶 務 は， 総務部総務課 に お い て 処

理す る 。
（雑 則 ）

第 7 条 こ の要項 に 定 め る も の の ほ か， 特別 委員 会 の 運
営 に 関 し必 要 な事項 は ， 特別 委員会が定 め る 。

附 則
こ の要項 は， 平成12年 7 月 31 日 か ら 実施す る 。

��� 
第4回将来計画委員会（ 7 月 4 日 ）

（審 議事項 ）
(1） 委員 会 の今 後 の進 め 方 に つ い て

第3団施設整備委員会（ 7 月 18 日 ）
（審 議事項 ）
(1） 施設利 用 規程 に つ い て

第2回自己点検評価委員会（ 7 月 18 日 ）
（審 議事項 ）

(1) 平成1 1年 度 自 己点検評価結 果 及 び関係委員 会 等へ

の 付託 事項 に つ い て
(2) 平成12年度 自 己点検評価項 目 に つ い て

第4回事務協議会（ 7 月 18 日〉
（協議事項 ）
(1) 富 山大学事務協議会専門委員 会 内規 の制 定 に つ い

て
(2) 各専門委員 会 が取 り組む事項 等 に つ い て
(3) 事務局 ホ ー ム ペ ー ジ の維持管理 に つ い て

第2回附属図書館商議会（ 7 月 19 日 ）
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（審 議事項 ）

学

(1） 平成 12年度学生 図 書購 入 費 の 予算 執行 に つ い て
(2） 規則等 の 改正 に つ い て

第4田部局長会議 （ 7 月 2 1 日 ）
（報告事項 ）
(1） 第 4 7回 国立大学 附 属 図 書館協議会総 会 に つ い て
(2） 平成 13年 度 入学 者選 抜要項 に つ い て
(3） 五福地 区 構 内一斉 清 掃 の 実 施 に つ い て
(4） 奨 学寄附金の 受入承認 に つ い て

第7回評議会 （ 7 月 2 1 日 ）
（審 議事項 ）
(1） 学 生 の懲戒 に つ い て
(2） 平成11年度自己 点検評価結 果及び付託 事項 に つ い

て
(3） 将 来 計 画 検討 の今 後 の 進 め方 に つ い て
(4） 捜索 令 状 に 基づ く 学 内捜索 に 関す る 評議 会 の 開 催

に つ い て

第4回 大学教育委員会（ 7 月 27 日 ）
（審 議事項 ）
(1） 「多様 な学 生像 に 対 応し た 教 育 シ ステ ム の確 立 に

ミ』

報

つ い て （ 答 申 ） 」 の 具体化 に つ い て
(2) 入試情報開示等 に つ い て

第427号

(3) 平成 12年度 高等学校 （進路 指導担 当教諭 ） と 富 山
大学 と の 入学試験 に 関す る 懇談会実施計画 （案 ） に
つ い て

(4) 平成 12年度 大学説明会 実施要項 （案 ） に つ い て
(5) 入学試験実施委員 会専門 委員 会委員 に つ い て

第3回入学試験実施委員会 （ 7 月 28 日 ）
（審 議事項 ）
(1) 入試情報開示 に 関す る方針 に つ い て
(2) 平成 13年度学生募集要項 （案 ） に つ い て
(3) 入学者選 抜健康診 断判 定基 準 に つ い て

第3回総務委員会 （ 7 月 28 日 ）
（審 議事項 ）

(1) 発 明 の届け 出 に つ い て

第8回評議会 （臨時 ） ( 7 月 31 日 ）
（審 議事項 ）
(1） 将来計画検討 の今 後 の 進 め方 に つ い て
(2) 将来計 画委員 会及び大学改革推進委員 会 の廃止 に

つ い て

司
第1回富山大学運営諮問会議を開催

7 月 26 日 （ 水 ） ， 第 1 回 富 山 大学運営諮 問 会 議 が 市 内
の 名 鉄 ト ヤ マ ホテル にお い て 開催 さ れまし た 。

こ の諮 問 会議は， 本 年 4 月 か ら 全 国 の 国立大学 に 設 置
さ れ． 各界 の 有識者 か ら ， 大学 の教育研究 上 の 目 的 を 達

成 す る た め の基本 的 な 事項 等 に つ い て 助言 ・ 勧 告 を い た
だ き ， 今 後 の 大学運営 に反映 さ せ る と い う 目 的 を も っ て
いま す 。

会 議 で は ， 時津学長 の挨拶 の 後 ， 出 席 者 の紹介 が 行 わ
れ， 引 き 続 い て 会長 に石坂誠一 富 山 国際大学 長 を ， 副 会
長 に 中尾哲雄 富 山 経済同友会代表幹 事 をそれぞれ選 出し
まし た 。

次 い で， 大学側か ら 平成 13年度 概算 要求主要事項 ， 自
己 点検 評 価 の 実 施 状 況 ， 独立行政法人化問題 の経緯 と 対
応等 に つ い て 報告 が行われ， 時 津 学 長 か ら 大学 の 理念 ，
基本 目 標 とそ れ を 具体化す る た め の課題等 に つ い て 説 明
が あり， 今 後 の 大 学 の方向性 に つ い て諮 問がありまし た 。

こ れ を 受けて各委員 か ら は． 「 問 題解決 能 力 を持 つ 人
材育成 に努 め るべ きだJ. 「国際貢献 を 基本 目 標 の 1っ
とし て確 立す るべ きだ 」 「I T革命 に 対応し た 教育 を
積極 的 に 推進す るべ きだ 」 な ど． 今 後 の 富 山 大学 に望む
こ と ， あ るべ き姿 に つ い て 具 体 的 な助言 が ありまし た 。
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今後， こ れ ら の助言 を本 学 の運 営 に反映させ ， 本 学 の
発展 に つ な げ て い く こ と が 求 め ら れ て いま す 。

なお ， 会長， 副会長 を 除 く 委員 は ， 阿 部謹也 共 立 女子
大学長， 井上孝美放送 大学 学 園理事長， 上野隆三 （ 株 ） 北
日本 新聞社代表取締役社長， 塩井外喜子 富 山 県婦 人 会 会
長， 中沖 豊 富 山 県知 事， 橋本 清 富 山 県教育 委 員 会 教
育長， 本多正道富 山 県経営者協会会長， 山 田圭磁北 陸 経
済連合 会会長 の 各 氏 です 。

企 会 議の模様
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平成12年度文部省在外研究員派遣者の決定

主た る滞在地及び当該
種 類 所 属 職 名 氏 名 滞在地 の属す る 国名並 調 査 研 究 題 目 派遣期間

びに派遣 先の機関名

海 外研究開 ヨー ク （ イ ギ リ ス ） 電磁気探 査法 に よ る考古遺跡 の 13. 2. 4 
人文学部 教 授 前川｜ 要 非破壊探 査手法 に 関す る研究開 ～ 発動向調査 ヨー ク 大学 発動向調査 13. 3. 17 

平成13年度入学者選抜要項を公表

平成 13年 度 富山 大学入学者選 抜 要項 が 7 月 14 日 （ 金 ）
に 公表 さ れまし た 。 昨年度 と の主 な 変 更 点及び入学 者選
抜 の概要 は 次 の とおり です。

｜平成13年度入学者選抜の概要と昨年度との主な変更点｜
1 一般選抜

(1) 実施方 式及び実施 日 程
日 程 は ． 国立大学協会の 「国立大学の入学者選 抜 に
つ い て の 平成 13年度実施要領 」 に 基づ く 変 更 で あ り
年 月 日並び に曜 日 の 変 更 が主 で あ る 。

なお， 【 】 は ， 昨年度実施 日 程で あ る 。
0 出願期 間 平成 13年 1 月2 9 日 （月）～2 月 6 日 附

【 1 月2 4 日（防～2 月 2 日制】
O 検査期目 前期 日 程： 平成 13年 2 月2 5 日但）

【2 月2 5 日樹】
後期 日 程： 平成 13年 3 月 12 日 間

【 3 月 13 日（月）】
0 合 格発表 前期 日 程： 平成 13年 3 月 7 日制

【 3 月 7 日ω】
後期 日 程： 平成 13年 3 月2 1 日制

【 3 月2 1 日同】
0 入学手続 前期 日 程： 平成 13年 3 月 14 日制 ，

(2) 募集人 員
入学定員等

15 日同
【14 日例， 15 日制】

後期 日 程： 平成 13年 3 月2 7 日例
【 3 月2 7 日伺）】

【 】 は ， 昨年度入学定員等 で あ る 。
入 学 定 員 1, 435人 【1,445人】

� 公表された入学者選抜要項及び大学案内

前 期 日 程 857人 【 876人】
後 期 日 程 30 1人 【 30 4人】
専門 高校等選 抜 8人 【 8人】
特 別 選 抜 2 69人 【 2 57人】

(3) 出願 資格
変 更 なし

(4) 入学者選 抜実施教科・ 科 目 等
① 人文学部： 変 更 なし
② 教育学部． 変 更 なし
③ 経済学部： 「前期 日 程」 にお い て ， 「 大 学 入 試

セ ンタ ー 試験の配点」 を 変 更 す る 。
国 語： 100 点→200 点
地 歴： 50 点→ 100 点
公 民： 50 点→ 100 点
数 学： 100 点→200 点
理 科： 50 点→ 100 点
外 国語： 100 点→200 点
合 計： 400 点→ 800 点
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④ 理 学 部： 変 更 な し
⑤ 工 学 部：

学

O 「電気電子 シ ス テ ム 工学科」 の 「大学 入 試 セ
ン タ ー 試 験 の 配 点 」
． 「前期 日 程」 の一 部 を 変 更す る 。

数 学： 100点→ 200点
合 計： 500点→ 600点

－ 「後期 日 程」 の一部 を 変 更す る 。
数 学： 300点→ 4 00点
合 計： 900点→ 1, 000点

－ 「専 門高 校・ 総合学科卒業 生選抜」 の 一 部
を 変 更 す る 。

数 学・ 100点→ 200点
合 計： 500点→ 600点

0 「電気電子 シ ス テ ム工学科」 の 「大 学 入 試 セ
ン タ ー 試 験 の利 用 教科 ・ 科 目 」
・ 「後期 日 程」 の 「理科」 に つ い て変更す る 。

「総理， 物B ， 化B， 生B ， 地学Bから 1 」
→「 総理， 物B から 1 」

2 特別選抜

(1） 実施方式及び実施 日 程
【 】 は ， 昨年度 実 施 日 程 で あ る 。

。 大学入試セ ン タ ー試験 を 課 さ な い特別選抜 （ 人
文学部推薦 入学 を 除 く 。 ）
O 願 書受付 平 成 12年 1 1 月 2 日 同～1 1 月 9 日 同

【 1 1 月 4 日 同～1 1 月 1 1日制】
O 検査 期 日 平 成 12年 1 1 月 22 日 制

【 1 1 月 24 日制】
O 合 格発表 平 成 12年 12月 1 日 働

【12月 3 日 掛】
O 入学手続 平 成 1 3年 2 月 16 日 掛

【 2 月 17 日 同】
。 大学入試セ ン タ ー試験 を 課す特別選抜 （ 人 文 学

部推薦 入学）
0 願 書受付 平成 12年 12月 1 1 日 （月）～12月 15日掛

【12月 13 日 （月）～12月 17日働】
0 検査 期 日 平成 13年 1 月 17 日制

【 1 月 19 日制】
0 合 格発表 平 成 13年 2 月 10 日 出

【 2 月 5自国】
0 入学手続 平 成 13年 2 月 16 日 掛

【 2 月 17 日 同】
(2) 募集人員
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① 人文学部全学科で推薦 入学募集人員 を 変 更す る 。
－ 人 文 学 科
・ 国際文化学科
．言 語文化学科

② 教育学部
。 推薦入学

7 人→ 10人
5 人→ 8 人
8 人→ 12人

・ 情報教育課程教育情報 シ ス テ ム専攻で募集 人
員 を 変 更す る 。

6 人→ 8 人
。 帰 国 子 女特別選抜 （新規実施）

・ 学校教育教員養成課程芸術 ・ 体育 系保健体 育
専攻 （若干名）

・ 生涯教育課程生涯ス ポ ー ツ専攻 （若干名）
© 社会人特別選抜 （新規実施）

・ 学校教育教員養成課程芸術 ・ 体 育 系保健体育
専攻 （若干名）

・ 生涯教育課程発達臨床専攻 （若干名）
・ 生涯教育課程人間環境専攻 （若干名）
・ 情報教育課程教育情報 シ ス テ ム専攻 （若干名）
・ 情報教育課程 マ ルチ メ デ ィ ア 芸術専攻 （若干

名）
(3) 出願 資格

変 更 な し
(4) 入学者選抜実施教科 ・ 科 目 等

① 人文学部： 変 更 な し
② 教育学部

。 推薦入学
・ 情報教育課程教育情 報 シ ス テ ム 専攻

「情報 関連活動調書」 を審査 書類に追加す る 。
© 帰 国 子 女特別選抜 （新規実施）

・ 学校教育教員養成課程芸術 ・ 体育 系保健体育
専攻

「大学入試セ ン タ ー試験及び個別 学 力 検査 を
免除」， 「書類審査 ． ス ポ ー ツ 活 動 調 書 ， 実
技． 面接 及び健康診断の結果」 に て 入 学 者 を
選抜す る 。

・ 生涯教育課程生 涯 ス ポ ー ツ 専攻
「大学入試セ ン タ ー試験及び個別 学 力 検査 を

免除J. 「書類審査 ， ス ポ ー ツ 活 動 調 書 ， 実
技， 面接 及び健康診 断 の結 果」 に て 入 学 者 を
選抜す る 。

。 社 会 人特別選抜 （新規実施）
・ 学校教育教員養成課程芸術 ・ 体育 系保健体 育

専攻
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「大学入試セ ン タ ー試験及び個別学 力 検査 を

免除」． 「調査 書， 志願 理 由 書， ス ポ ー ツ 活
動調書， 実 技 ， 面接 及 び健康診 断 の結 果 」 に
て 入学 者 を 選抜す る。

・ 生涯教育 課程発達臨床専攻
「大学入試セ ン タ ー試験及び個別 学 力 検査 を

免除」 ． 「調査 書． 志願 理 由 書， 人 と の ふ れ
あ い の体 験 及び そ れ に 対す る考え ・ 意 見 を 書
い たも の ， 面接 及 び健康診断の結 果 」 に て 入
学者を 選抜す る 。

－ 生涯教育課程人間 環 境専攻
「大学入試セ ン タ ー試験及び個別学力検査 を

免除J . 「調査 書， 志願 理 由 書， 人間 と 環 境
と の 関わ り あ る い は国際理解 に つ い て の考え ・
意 見 を 書 い た も の ， 面接 及 び健康診断の結果」
に て 入 学者 を選抜す る。

・ 情報教育課程教育情報 シ ス テ ム専攻
「大学入試セ ン タ ー試験及び個別学 力検査 を

免除」 ， 「調査 書． 志願 理 由 書， 情 報 関 連 活
動調書， 小論文， 面接 及 び 健 康 診 断 の結 果 」
に て 入学者 を 選抜す る 。

・ 情報教育課程 マ ル チ メ デ ィ ア 芸術専攻
「大学入試セ ン タ ー試験及び個別学 力 検査 を

免除J. 「調査 書， 志願 理 由 書， 小 論 文 ， 面
接 及び健康診 断 の結 果 」 に て 入学者 を 選 抜 す
る 。

報 第427号

③ 経済学部： 変 更 な し
④ 理 学 部： 変 更 な し
⑤ 工 学 部： 変 更 な し

3 私費外国人留学生特別選抜
(1) 実施方式及 び 実施日 程

【 】 は ， 昨年度実施日 程で あ る。
0 出願 期間 平成 13年 1 月 29日何）～ 2 月 6 日同

【1 月 24日伺）～ 2 月 2 日同】
0 検査 期日 平成 13年 2 月 25日（日）

【2 月 25日掛】
0 合格発表 平成13年 3 月 7 日制

【3 月 7 日例】
0 入学手続 平成 13年 3 月 14日制 ， 15日同

【14日例. 15日制】
(2) 入学者選抜実施教科 ・ 科 目 等

① 人文学部： 変 更 な し
② 教育学部： 変 更 な し
③ 経済学部： 変 更 な し
④ 理 学 部

・ 生物学科 の 「本学が実施す る 学 力検査 等」 を 変
更す る 。
「面接」 及 び 「一般 の 選抜 と 同 ー の試験を課す」

を 「面接 J のみ と す る 。
⑤ 工 学 部： 変更 な し
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平成13年度富山大学入学者選抜要項（抄）
1 . 入学定員（募集人員）

A守・‘� 
入学 一般選後募集人員

学 科 ・ 課程等 定員部 前期日程 後期日程
人 人 文 学 科 65 39 15 
文 国 際 文 化 A号晶a 与」 科 50 30 11 
A守u斗』 吉Eコ昔 量・玉a 文 化 ザふ叫ー 科 80 49 18 
部 計 195 118 44 

A守.. ー－ 校 教 育 系 23 16 7 
A弓.. � 」 （教育学・学校心理学・幼児教育専攻）

教
校 障 害 児 教 育 系
教 （障害児教育専 攻 ）

7 5 2 
育

言 語 ・ 社 会 系
教 （国語教育・英語教育・社会科教育専攻） 25 18 7 
員

育
養 自 然 ・ 生 活 系 25 19 6 
成 （数字数育・理科数育・民術教育・軍政教育専攻）

課 ヨ� 術 ． 体 育 系
程 （音楽教育・美術教育・保健体育専攻） 20 8 4 

計 100 66 26 
，子... 

生涯発 達 臨 床 専 攻 10 5 3 
教 生 涯 ス ポ ー ツ 専 攻 10 4 3 
課育 人 間 環 境 専 攻 20 14 6 
程 計 40 23 12 

部 教育情報シ ス テ ム専攻 20 8 4 
マルチメディ ア芸術専攻 10 4 2 

小 計 30 12 6 
計 170 101 44 

間主昼
経 済 9子・4・ 科 155 100 31 
経 営 学 科 120 76 24 

経 コ 経 ，邑幽.. 法 A弓＆与4 科 100 64 20 
済

ス 計 375 240 75 

間主夜
経 済 学 科 20 3 7 

A子＆＆・ 経 堂 A子＆‘・ 科 20 3 7 
コ 経 ，邑- 法 学 科 20 3 7 部 ス 計 60 9 21 

計 435 249 96 
数 必弓＆与4 科 50 28 6 

理 物 理 A号＆ι� 科 40 26 6 
化 ル号‘4 与』 科 35 22 7 

A子.... 生 物 A千比・ 科 35 23 5 
地 E求 科 学 科 40 29 9 

部 生 物 園 環 境 科 学 科 30 19 5 
Z十 230 147 却

電気電子シ ス テ ム工学科 関 52 18 
工 知 能 情 報 工 学 科 78 45 16 
A予.. ー」 機嫌知能シ ス テ ム工学科 88 52 17 
部 物質生命シ ス テ ム工学科 151 93 28 

Z十 405 242 79 
ぷE弘3、 計 1,435 857 301 
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専門高佼・ 特別選抜募集人員縫合学科
卒量生還旗
（前期日昼） 推蕗入学 量軒蛾眠並 社会人期限量

10 若干名 1 
8 若干名 1 

12 若干名 1 
30 若干名 3 

若干名 若干名8 
｛保健体育専攻） （保健体輔副

8 若干名 若干名
2 若干名
3 若干名 若干名

若干名
5 若干名 若干名
8 若干名
4 若干名

12 若干名
25 若干名 若干名
24 若干名
20 若干名
16 若干名
60 若干名

10 
10 
10 
30 

60 若干名 30 
15 若干名 1 

7 若干名 1 
5 若干名 1 
5 若干名 2 

若干名 2 
5 若干名

37 若干名 8 
2 15 若子名
2 14 若干名 l 
2 16 若干名
2 27 若干名 1 
8 72 若干名 4 
8 224 若干名 45 
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2. 平成13年度富山大学入学者選抜方法等
(1) 一般 選抜（ 前 期 日 程）

選妓方法等 個 別 学 力検 査 等

個

日lj
学

力

検

査
を
課
す

実伎検査等

実面小量

伎 論：z

検接 � 
文1

査 スを を ニを ング
課 課 テ

fーT ス
す ト

学部・学科名 る
す

る うる 轟! 

人
文
井す叫与

部

教

育

A干‘a与」

部

人 文 学 科
ー． . 4砕骨骨 ’・.ー・..ーーーー.. ・・ ー ー・ー・・・・ー ー・・b，・.... .・ . 

国 際 文 化 学 科 。 × x × x 
．． ．．． “ ・ ー ． 。ー.....・ ・．．－－－－ー．．－－ーー・・・・・・・・・ ・ . ．．．ーー・ー。ーー・・ー．

� 
c 

ル子ムa』

校

教

育

教

員

養

成

課

程

生
涯
教
育
課
程

圭・五ロ 文 化 B弓品a与、 科

学校教育系

障害児教育系

言語・4士会系

自然・生活系

教育学専攻
’・ーー－ーーーーー・・・ー・・・・・・・・・・

報心理学専攻
””””a・ . .............

幼児教育専攻

障害児教育専攻

国語教育専攻
ー－－－－－－－－－－．．．．．．・ー・・・ー・

英語教育専攻
・－－－－－－－－－－－－－－－－・・・....

社会科教育専攻

数学教育専攻
ー－－－－ －－－ーーーー．，，．・ー，司 ・．

理科教育専攻
噂ーーー－・ー・ーー－－ ...・4・b’・，，．．．

筏術教育専攻
..・・・...................

家政教育専攻

音楽教育専攻

× 

× 

。

。

× 
’・..ー，...・－ーーーー・・・ーー・・・・ ・ーー・ー・．

x x 。 × 

× × 。 × 

× x × × 

x × × × 

。 × × × 
ー ・司”・...・ ..ー ・．‘ ー・ー・，， ーー．．

芸術・体育系 美術教育専攻 × 0 x 0 × 
，ーー・・・・・a・・・・・.........

保健体育専攻

発 達 臨 床 専 攻

生涯ス ポー ツ専 攻

人 間 環 境 専 攻

教育情報システム専攻

マルチメディア芸術専攻

・ ・・ー・．・．． ，．．．．．． － ーーーーー－ー ・・ーー－．． ’・ー，．．．

× 0 X ×  × 

× ×  × 0 × 

x 0 × ×  × 

。

。

× 

x x 

× ×  

× x  

x x 

× ×  

0 x 

2段 階選後

第l段階の
主として， 調査書遷銭による
の内容と大学入試 合格者数
センタ一試験の成定 そ
績により第l段階 員

選放を行い その 長
合格者について更 す の
に必要 な検査等を る
行う 倍

率 他

× × x 

× × × 

専門高校・総合学科
卒 業 生 選 銭

個 実技検査等 募

2実面小
望
号

カ技 論

検
検接 文J

査 査 を を 三
を を ；：人課 テ課 課 行 ス
す す す 毒するる る うる 員

× x × x × × 

× x × x × × 

第427号

個

g1j 
品守主』L」

力

検 備 考
査 （欠員の繍充の方法等）

等

の
日
程

欠員繍充の方法等は．

9月下旬頃に発表予

定の学生募集委項に

記載する。

月

25 

日

（日）

※美術教育 専攻の個

別学力検査等の実伎

検査等については．『

実伎検査又は小論文

のうちいずれかを選

択させる。

- 11 -
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選後方法等

学部・学科名

経

済

A干�与' 

部

理

学

部

工
A守比ー

部

昼間主コース

夜間主コース

数

経 済 A干�＂』 科
. . ... . . .  .. ・・ーー・ ・・・ ーー・．．．． 4・・・・

経 営 必ぜ＆ゐ4 科
－・・・ー －－ー －ー・・ ー・・4・。 ．．ー・ーー・．．． ．。．．．．．．．ー・・・

経 営法学 科
経 済 弓»t 科

6・4・．．・・・・・・ー ． ー・ ー・．．‘ ・a‘・ー・．ーー ・・・ーー－ー・・ー・・・

経 営 Aヲ�与」 科
”骨骨 骨 .. ． ， ー・ ．． ..................... 

経 営法学 科
b子.... 科

ー，，，，....・・・ ・ ・ー・・. ..... .. . ...ーー・ーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー．．，

物 理 Aす�与与 科
－ーーーーー.... 与 ・ ． － ー－－・・．・.. .. ・ ー ・・ ・・・・・・・．．．，．．．．．．・・・・ ーーー・．・．．．．．

化 学 科
··－· ·······・，．．．．．． ..... ..... －－－－－－－－－－－ー，．．．．． ..・ー・・・・ー・

生 物 学 科
圃·········· · •... . ....... . $”’. ．‘ ・・ー・・・... ...・.....

地
’ ー ・・ . ーー

E求 科 学 科
． ．  ． ．  ． ．．． ． ，． ．．．．．．．． ． ．．ー－ －．．ー・・

生物園環嶋科学 科
電気電子システム工学科

・4”・・・・・・・ ・・・・ーー .... .. ー 唱ド ー，....ー・......... . .... . ...

知 能 情 報 工 学 科
ーーーーーーー・ .ー ・ ・ . .ー・・ ・・ ・ ・・...，・ー－・・・ ・ ー・噌’ー－・...ー

機減知能システム工学科
’ーー・..ーー ・ ． ー ・・・ ・・ ・ ・ ・ ー ・・・・4・・・．・・・ーー。。。 ・・ー．

物質生命νステム工学科

個
5jlj 
s守�』

カ
検
査

を
課

す
る

。

× 

。

。

学 幸E

個 別 学 力検 査 等
実伎検査等

実 面 小 量
伎 論：2

検 援 存
文 る

査 三を を ニを ン
グ

課 課 テ
f，ーT スト

す す 議
る うる Z

× x 

× x 

x × 

x x 

x × 

× x 

× × 

× ×  

2段 階選抜
第l段館の

主として．調査書蹴による
の内容と大学入試 合絡者数

センター試験の成定 そ
績により第1段階 員

選後を行い ． その長
合格者について更す の

に必要な検査等を る
行つ 倍

率 他

× × × 

× × × 

x × × 

（注） l. 0印は．当該検査等を課すこと文は該当することを示す。
2. ×印は．当該検査害事を課さないこと文は該当しないことを示す。

専門高校・総合学科
Z手 業 生 選 銭

個 実伎検査等 募
別 実 面 小 量家三会1全舎 伎 論力検 後 Z集
検 文 ，

査査を を 三
を を 与二人課 テ課 課行 � す す す 孟するる る うる 員

× 

x 

。

× × 

x x 

x x 

× 

× 

× 

× 

× 

x 

- . 

× 

× 

2人
a・・・・ーー

2人
’・．．．．．

2人
....... 

1人

3. 調査警に⑧標示を希望す る。 （入学者選後方法の研究資料として利用す るため）
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個
5JIJ 
，守aゐ" 

力
検 備 考
査（欠員の補充の方法等）

等
の

日
程

欠員補充の方法等は．

9 月 下旬頃に発表予
定の学生募集要項に2 記載する。

月

25 

日

（日）
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(2) 一般選抜（ 後期 日 程）

選彼方法等

学部・学科名

人

文
品予ー
部

教

育

ふ十ゐ4』

部

人 文 A守＂！： 科
・ ． ・ ー ’ . . . .・ 4 ・ 4・

国 際 文 化 9号ゐ！： 科
・ ー， .... . . . a・. ・ . ーー － ． －ーー ー ・ 4・ ・ ー・

ι ロ＝ 

寸，..，＿ー

校

教

育

教

員

養

成

課

程

生涯教
課育
程

語 文 イヒ 点弓晶La』 科

学校教育系

障害児教育系

言語・社会系

自然・生活系

芸術・体育系

教 育学専攻
・ ，， 唱H ，， ・ ・・ ー・・ー ・・

学授心理学専攻
・ ・・・・ ーー ー...・... ..

幼児教育専攻

障害児教育専攻

国語fl育専攻
ー－·············””・・・・・

英語教育専攻
・・・・ー・・・ー・・・・・ーー－ーーー・．・．

社会将教育専攻

数学教育専攻
ー..・・ーー... －，，・ーー．， ．．，， 

理科教育専攻
...............，ー・・．． ．， 

技術教育専攻
”・・・ーーー－・・・唱ドー・ーーー，，，...ーーー

家政教育専攻

音楽教育専攻
・・ ・・・・ー・・・ー・ ー・ーー・‘ーー...

美術教育専攻
’F”’・・ー...・，，..........

保健体育専攻

発 達 臨 床 専 攻
生涯ス ポー ツ専 攻
人 間 環 境 専 攻
教育情報 システム専攻
マルチメディア芸術専攻

学 報

個 別 学 力 検 査 等
個
耳lj
点守晶a与' 

カ
検
査

を
課

す
る

× 

× 

x 

x 

× 

実筏検査等
実 面 小 量
t定 論：2

検 接 存
文 る

査 えを を 二を 手
課 課 テ

f，ーT ス卜
す す義

る う る Z

x x 。 × 

× × 。 × 

× × 。 × 

× x 。 × 

× 。 × × 

× O × ×  x 

x x 

× O 
× ×  
× ×  
× ×  

× 0 
× ×  

x 0 
× 。

。 。

× 
× 
× 
× 
× 

2段 階選妓
恥j輔の

主として．調査書遺跡こよる
の内容と大学入訟 合指者数

センター試験の成定 そ
績により第l段階 員

選銭 を行い その長
合格者について更す の

に必要な検査等を る
行う 倍

率 他

× x x 

× × x 

専門高校・総合学科
卒 業 生 還 銭

個 実伎検査等 募
別 実 面 小 量企S坐. 技 論力検 接 2集検 文 リ査査を を 三

を を よF人課 テ課課行 � す す す 轟するる る う る 員

× x × × × × 

× × × × x x 

第427号

個
g1j 
Aす叫ー

力
検 備 考
査（欠員の繍充の方法等）

等
の

日
程

欠員繍充の方法等は．

9 月 下旬頃に発表予
定の学生募集委項に
記載する。

3 

月

12 

日

関）

-13-
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選抜方法等｜ 個 別 学 力 検 査 等 専門高校・総合学科 個個 実技検査等 2段 階選 銭 卒 業 生 選 抜 耳IJg11 
個 実筏検査等 募 企．,,. 学 実 面 小 量 第同日昔の

主として．調査書蹴による カ
カ 伎 論：z の内容と大学入試 合格者tt 制 実 面 小 量g 1 備 考

検 倭 存 学 校 倹検 文す センター試験の成定 そ 力検 媛白岡 集 査 ｜｜ （欠員の篠充の方法等）査査 ス 績により第l段階 員 検 文 等を を ニ 選後を行い その員 査査を を 三を を ン
グ を を 詣主菓E 子iユ人 の課課 課 チ 合格者について更す の

fーT ス
す ト に必要九五検査等を る 課課行 � 8 

す す
る うる孟! 行う 倍 す す す議する 程

学部・学科名 ＼｜る 率 他 る る うる 員
経 済 学 科

・・・・.. ー・ーー．
··

···－····・ーーー....・ ー・・ ・ ーー－·· ·
経｜ 空三 ｜経 営 学 科IO
済｜ ｜経 営法学 科

学！ ｜経 済 学 科
× ×Ix II×l×Ix Ix I×l X II 3 

欠員繍充の方法等は．
9 月 下旬頃に発表予
定の学生募集要項に
記践する。

×l×1×l x 

夜間主部｜コース｜経 営 学 科I01x1x1x1x
月

経 営法学 科
数 晶

子 科l×lXIX i×IX 12 
理l物 理 学 科IxIx I×IOI x 

ヒ デミ ：-1-·:··
·l ··:·

·J ·;-f-�l: ··

日
× ×IX 11×IX l×IXIXIX 

銘1t也 琢 科 学 科IxIx Ix I×｜× （月）

生物園環境科学 科｜×IxIOI x I× 
電気電子システム工学科1x1x 1x1×IX

エレ…・…. . ....ーーー・0・・・..........…・…・… ートーー・・・サーーーぃ・.•L . .・

｜知 能 情 報 工 学 科｜×｜×｜×｜×Ix
，坐会 I I I I I I エー ’ e・ー…… ……………－ . .. .. , .. . , ....... � . . .・ー・4 … 

｜機械知能システム工学科｜×｜×｜×｜×｜×
部1・e ・e・...... .. ・・・ ・e• •• …“ …・・ ” ー・ー・・…・中ーー ・ー·

· 1 ·
·· . 

一物質生命システム工学科｜×｜×I 01 x Ix 

× ×Ix 11 x l×｜×IXIXIX 

（注） l. 0印は．当薮検査等を課すこと又は該当す ることを示す。
2.×印は，当該検査等を課さないこと文は該当しないことを示す。
3.調査書に③標示を希望す る。（入学者選後方法の研究資料として利用するため）

-14-



平成12年8月発行

(3) 特別選抜
選抜方法等

学部・学科名

人
文

学
部

教

育

� 

部

人

国

� 5・

Aイ... 

校

教

育

教

員

養

成｜

課

1呈

文 さt

際 文 ｛ヒ

1苦 文 化

学校教育系

障害児教育系

言語・社会系

自然・生活系

戸子み4」 科

学 科

教育学専攻
・－· . .  

学校心理学専攻

幼児教育専攻

障害児教育専攻

国語教育専攻

英語教育専攻

社会科教育専攻

数学教育専攻

理科教育専攻

家政教育専攻

音楽教育専攻

｜ 芸術・体育系

保健体育専攻

生 発 達 臨 床 専 攻
涯
教育 生涯ス ポー ツ専 攻

a諜
程 l人 間 環 境 専 攻

教育情報システム専攻 ｜
マルチメディア芸術専攻

学 報

打t 薦 入 A」 子�」 帰国子女・社会
入学定員の一部について，tll身学校長の他薦に基づき， 人等のための特

g11選抜学力検査を免除し調査舎を主な資料として判定する

実技検査等

個別l学力検査 個別学力検査 実 面 そ
を免除し， 大 及び大学入試 技 雪Eふ問

おける学入試センター センター試験 検 接
文

試験を課する を免除する 査
リ
スを を のを ゲγ 

課 課 テ
fT ス

す す 轟す
る つ る 他

。 × × × 。 x x 

× × × x × × x 

x × × × × × × 

× × × × x x × 

× × × × × x × 

× 。 。 。 × × × 

× 。 x 。 x x × 

× 。 × 。 × x × 

x x × x × xix 

x 。 × 。 。

× 。 × 。 。 × x 

推 帰

薦

人
国

f鼻血－． 

募
集

子
人

員 女

10人

8人 。
一

12人

× x 

x × 

x x 

× × 

2人
× 

3人
・ ・ ， ． ． 

3人 。

2人 × 

3人 。

× x 

8人 × 

4人 × 

中 社

国

ヲl

揚
ヨ£エ>. 

者
等

子
女 人

× 。

× × 

× × 

× × 

× × 

× 
× 

。

× 。

× 。

× 。

x 。

× 。

第427号

備 考

（欠員の繍充の方法等）

- 15 -
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選抜方法等 推 井ムA』サー薦 入

学部・学科名

I 7・ II筏；た州

鼻4十 揚
の｜募 者

集｜｜子｜等
人 子

縫薦入学につ いて経 済 学 科
12人
12人
10人

xlOIOI×Ix I II 0 Ix I× 10人
8人
8人

昼間主
『 噌 ｜ 経 営 学

経l J 一 〈 × お 。

済l ｜経 営 法 学 科

備 考
A zエ

各学科の募集人員側中， 上段

は職業教育を主とする学科以外

の学科を， また， 下段11職業教

育を主とする学科を対象とした

募集人員をそれぞれ示す。

学l l経 済 学 科

。×
 

×
 

×
 

×
 

X
 

経主
ス

間
一

夜
コ

部

法 王司
円昌 x x × 

営経

。 x 1010 l×｜×I 15人数

理l物

学 科 × 
，，..，」子 科理 。 ×10101×｜×I 1人x 

化 学 科 。 ×10101×I x I 5人× 
山｛子 01×10 

生 物 学 科｜

部 ｜地 球 科 学 科

生物園環境科学 科

! x lOIO I ×I x I 5人
←寸｜ ×｜×｜× 

x 。

×｜× × x × 

。 ×10101×｜×I 5人

推薦 入学に ついて

× 

電気電子システム工学科
9人
6人

ト一一－8人
6人

×｜× ←→I OI×10 10人
6人

'16人
I i II人｜｜ ｜

工
知 能 情 報 工 学 科

学 。 x 1010 × 
機械知能システム工学科

部

！物質生命システム工学科！
（佳） 1. 0印は．当該検査等を謀すこと又は該当することを示す。

2.×印は．当該検査等を謀さないこと又は該当しないことを示す。
3. 調査書に③標示を希望する。（入学者選彼方法の研究資料として利用するため）

① 面後に11， 基縫学力に関す

る試問を含む。

② 各学科の募集人員側中， と
段は普通科・理数料を， また，

下段11専門教育を主とする学

科（工業）及び総合学科を対象

とした募集人員をそれぞれ示

す。

-16-
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a�l!lr!J 
異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 b廿d」．

採 用 12 .  7. 1 仲 嶺 政 光 講 師 生涯学習教育研究セ ン タ ー
，， 片 山 進 技能補佐員 （厚生課調理師）

界 任 12 .  7. 1 呉 羽 長 助教授 教育学部 （ 国語教育） 教 授 教育学部 （ 国語教育）
転 任 12.  7. 1 堀 田 龍 也 助教授 教育学部 （附属教育実践総合セ ンタ ー） 助教授 静岡大学 情報学部
退 職 12 .  7 .  片 山 進 技能補佐員 （厚生課調理師） 平成12年 6 月 30 日 限 り 退職

���� 
経 済 学 部長 に 古 田 教授 を 再 選

古 田 俊吉経済学部長の任期が，
平 成 1 2年 9 月 29 日 に 満 了 す る こ
と に 伴 い ， 経済学部教授会 は 7
月 5 日 （ 水） に 次期学部 長 候 補
者 選 挙 を 行 い ま し た 。 そ の結果，
古 田 俊吉教授が再選 さ れ ま し た 。
任 期 は ， 平成12年 9 月 30 日 から
2 年間 。

古 田 教授 は ， 昭和45年 3 月 富 山 大 学 経 済 学 部 を 卒 業 ，
同47年 3 月 神戸商科大学大学 院経済学研究科修士課程 を
修 了 ， 同 50年 3 月 神戸商科大学大学院経済学研究科博士
後期課程 を 単位取得退学後． 同 年 4 月 長崎 県 立 国 際 経 済
大学講師 に 採 用 ， 同 54 年 4 月 同 助教授を経 て ， 同 58年 4
月 富 山 大学経済学部助教授 に 採 用 さ れ． 平成 3 年 8 月 同
教授 と な り ， 現在 に 至 っ て い ま す 。

こ の間 ， 平成 9 年 8 月 から評議員 を ， 同 10年 9 月 から

経済学部長 を 併 任 さ れ て い ま す 。 専 門 は ， 財政学， 富 山
県 出 身 。

（就任の抱負）
一昨年 10月 の大学審 議 会 答 申 を受け， 学 校教育 法 ， 国

立学校設置法， 教育 公務員特例法の一部改正 ． 予 算 配 分
方 式 の 変 更 な ど矢継 ぎ早 に制度改革が行われた こ と から，
こ の 2 年聞は対応に追われ どお し で し た 。

制度改革 に 関 し て ， 最近では さらに， 文部省 が 国 立 大
学 の 独 立行政法人化問題に つ い て 平成 14 年 3 月 ま で に 調
査 検討会議 の取 り 纏 め を 行 う 予定， と い う こ と が付 け 加
わ り ま し た 。

弾 丸 雨震 と い う の は ， 正 に こ の よ う な 状況 を い う の で
は な い で し ょ う か 。 困 難 を 切 り 抜 け る た め に は ， 全 学 的
に 協 力 し 事 に 当 た る 以 外 に な い と 思 い ま す 。

皆様方 の ご 指導 と ご鞭鐘 を 切 に お願 い 申 し 上 げ ま す 。

地域共同研究セ ン タ ー交流振興会が総会開催

地域共 同 研 究 セ ン タ ー 交 流振 興会 の 総 会 が， 7 月 5 日
（ 水） に 開催 さ れ ま し た 。

こ の 交流振興会 は 県 内 の 企業 が 中心 と な っ て ． 地 域 共
同 研 究 セ ン タ ー の 事業 支援， 事業 運 営 に 対す る 有 益 な 提
言 を 行 う こ と を 目 的 と し て ， 平成 4 年 3 月 に 設立 さ れ た
も の です。

理事 会 に 続 い て 開催 さ れ た 総 会 に は ， 会員 企業 及 び 地

域共同研究セ ン タ ー 長 ， 工 学部長ら36人が 出 席 し ， 今 年
度 の 事業 計画及び予算が決定 さ れ ま し た 。

総 会 に 引 き 続 き ， 談話 会が開催 さ れ． 講演 会 と 交 流振
興会募集の プ ロ ジ ェ ク ト 研究 の 研究成果が報告 さ れ ま し
た 。

講演会は． 講師 に 阿部武夫富山 化学工業 （株） 専 務 取
締 役 を 迎 え 「企業 側 から見 た 産学協 同 に つ い て 」 と 題 し
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講演が行われ， 日 本型産学協同 の 特 長， 問 題点 及 び 産 学
協 同 の 成 功 の 条 件等 に つ い て ， 具体例 を 示 し 説 明 が あ り
ま し た 。 続 い て ， 研究成果報告会 が行われ， 工 学 部 小 泉
邦雄教授 か ら 「高齢者 の 在 宅和 式 生 活 支 援 機 器 の 開 発 」
の研究成果が， ま た ， 同 小野 慎講師 か ら 「ペ プ チ ド 性
酵 素 回 害 剤 の 開 発 と 応 用 」 の研究成果がそ れぞれ報 告 さ
れ ま し た 。

会場 と な っ た工学部 1 06講義室 に は約70人 が 出 席 し て ，
メ モ を 取 る な ど熱 心 に 聴講 し て い ま し た 。

報

.... 総会風景

附属図書館 、 北信越地区電子ジ ャ ーナ ル

担 当係長等会議 を 開催

第427号

附属図書館では. 7 月 6 日 （木） ， 北信越地区電子 ジ ャ ー
ナ ノレ担 当係長等会議 を 開催 し ， 同 地 区 の 9 国立大学 附 属
図 書 館 か ら 20名 が 出 席 し ま し た 。

ン が行われ 、 本年 9 月 を 目 途 に 地 区 内 の 10大学 で 無 料 ト
ラ イ ア ル を 行 う こ と に な り ま し た 。

会議 で は ， ① 電子 ジ ャ ー ナ ／レ の 効果的予算執行 と 学 内
広 報 に つ い て ． ②電 子 ジ ャ ー ナ ル の 分野別学 内 ニ ー ズ に
つ い て ， ③電子 ジ ャ ー ナ ル ト ラ イ ア ル に つ い て ， が 話 し
合 われ ま し た 。

電子 ジ ャ ー ナ ノレ 問 題 は ， 6 月 28 ・ 29 日 ， 金 沢 市 で 開 催
さ れた 国立大学図書館協議会総会で特 に取 り 上 げ て 議 論
を 行 っ た こ と か ら ， 価 格 面 も 含 め 今 後 の 各大学の課 題 と
な っ て お り ， 地 区 内 の 情報交換 も 活発 に 行われ ま し た 。

併せ て ， OCLC FirstSearch ECO （ 書 誌 デ ー タ ベ ー ス
80種類 と 電子 ジ ャ ー ナ ル2530誌 ） の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ

企 会議風景 （附属図書館会議室 ）

五福 キ ャ ン パ ス の一斉清掃 を 実施

去 る 7 月 10 日 （ 月 ） ， 五福キ ャ ン パ ス の 一 斉 清 掃 が 実
施 さ れ ま し た 。

こ の 一 斉 清 掃 は ， 「教育 研 究 の場 に ふ さ わ し い 学 園 環
境 の維 持 」 を 目 的 に ， 毎 年 2 回 実施 し て い る も の です。

今 回 も ， 教職員 ・ 学 生 に 呼 び掛 け ， 時津学長 を は じ め
坂 田 事務局長， 教職員 ． 学 生 約330人 が 猛 暑 の 中 ， 一 斉
に キ ャ ン パ ス 内 の空 き 缶や紙 く ず 拾 い ， 溝 の 清掃 や 除 草
等 を 行 い ． 心地 良 い 汗 を 流 し ま し た 。
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「社会に学ぶ1 4歳の挑戦」 －1 6人が本学で体験学習一

去 る 7 月 10 日 か ら 14 日 の 問， 富 山 市立西部 中 学 校 生 徒
16人 が 本学 に お い て 体験学習 「 社 会 に 学 ぶ 14歳 の 挑 戦 」
を 行 い ま し た 。

こ の 体験学 習 は ， 富 山 県教育委員会が昨年度 か ら 推 進
し て い る も の で， 「子 ど も た ち の生 き る 力 」 と 「地 域 の
子 ど も は 地 域 で 育 て る 」 こ と を 大 き な 目 標 と し て い ます。

今年度 は ， 附 属 図 書館 ． 総合 情報処理セ ン タ ー ， 地 域
共 同 研 究 セ ン タ ー ， 理学部及 び工学部の 5 部局が受入協
力 を 行 い ， そ れぞ れ 専 任 ス タ ッ フ と 特色 あ る プ ロ グ ラ ム
を 準 備 し て ， 熱 心 に 生徒達 を 指導 し ま し た 。

企 図書情報検索 シ ス テ ムの説明 を 聞 く 中学生達

（附属図書館）

高等学校の進路指導担当 教諭 と の懇話会 を 開催

去 る 7， 月 18 日 （ 火 ） に 「平成 12年度 高等 学 校 と 富 山 大
学 と の入学試験 に 関す る 懇談 会 」 が 開催 さ れ ま し た 。

こ の 懇談会 は， 本 学 の 入 試 内 容や教育 内 容 な ど に つ い
て 理解 を 得 る こ と を 目 的 に 毎年 開催 し て お り ， 今 回 は ，
富 山 県 の ほ か， 石 川 ， 福井， 岐阜及び新潟県か ら 高 等 学
校進路 担 当 教諭86人 と ， 本学 か ら 能登谷副学長は じ め 各
学部入試関係委員 な ど 16人 が 出 席 し て 行われ ま し た 。

懇談会 で は ， 本学側 か ら 平成 13年度入学試 験 の 概 要 や
各学部 （学科 ・ 課程 ） の 特色 な ど に つ い て 説 明 し た 後 ，
高等学校 側 か ら 本学 に 対す る 質 問 ・ 要望等 が寄せ ら れ ま
し た 。 そ の 後． 活 発 な 意 見 交換が行われ， 充 実 し た 懇 談
会 と な り ま し た 。

... 本学の特色 を説明する能登谷副学長

③ ＠ ⑧ ＠ ②  
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的

外 国 出 張 The SOCIETY for EAST ASIAN 
人文学部 教 授 前 川 要 イ ギ ス ARCHAEOLOGY 会議に 出 席 ， 研究

発表， 討議

工 学 部 教 授 池 野 進 ド イ ツ ベ ル ギ ー 第12回 ヨ ー ロ ッ パ電子顕微鏡学会
チ ェ コ ポ ー ラ ン ド に 出席

工 学 部 助教授 松 田 健 二 ド イ ツ ベ ル ギ ー 第12回 ヨ ー ロ ッ パ電子顕微鏡学会
チ ェ コ ポ ー ラ ン ド に 出席

工 学 部 助教授 舎 津 宜 ー イ ギ 第34回配位化学国際会議 (ICCC34)ス に 出席， 研究発表

期 間
12. 7. 3 

12. 7. 12 
12 .  7 .  6 

12.  7 .  20 
12.  7 .  6 
12 .  7. 20 
12 .  7. 7 

12.  7. 15  
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渡航の種類 所 属 職 氏 名

外 国 出 張 工 学 部 教 授 飽 山 智 栄

理 学 部 教 授 阿 部 俊 夫

理 学 部 教 授 川 崎 一 朗

人文学部 講 師 阿 部 美 規

人文学部 助教授 呉 人 恵

理 学 部 助教授 大 藤 茂

工 学 部 教 授 松 木 賢 司

工 学 部 助教授 西 村 克 彦

理 学 部 助 手 渡 漫 了

理 学 部 教 授 石 川 義 和

海 外 研 修 教育学部 教 授 中 村 義 朗

工 学 部 助教授 佐 々 木 基 文

理 学 部 教 授 金 森 寛

工 学 部 講 師 佐 竹 信 一

教育学部 教 授 西 川 友 之

人文学部 教 授 梅 村 智恵子

教育学部 助教授 布 村 忠 弘

理 学 部 教 授 小 松 美英子

教育学部 教 授 古 川 政 明

人文学部 助教授 末 岡 宏
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渡 航 先 国

ア メ リ カ 合 衆 国

チ ェ コ
ベ ノレ

ポ ー ラ ン ド
ギ 一

ア メ リ カ 合 衆 国

ド イ ツ

ロ シ ア

中 国

ア メ リ カ 合 衆 国

プ フ ジ jレ

オ フ ン タ

ブ フ てノ ／レ

中 国

中 国

イ ギ ス

ア メ リ カ 合 衆 国

ギ ユノ ヤ

ス ウ ェ ー デ ン
デ ン マ ー ク

中 国

モ ー リ シ ャ ス

中 国

中 国

第427号

目 的 期 問

第10回固体薄膜 と 表面 に 関す る 国 12. 7. 9 
際会議に 出席， 研究発表 12.  7. 16 
第 12回電子顕微鏡 ヨ ー ロ ッ パ 会議 12.  7. 12 
に 出席， 研究打合せ 12. 7. 24 
コ ア ダ イ ナ ミ ク ス と D ” 層サ イ レ 12. 7. 16 
ン ト 地震に関す る 共同研究 12. 8. 27 

12 .  7 .  22 
ド イ ツ 語教育担当教員研修に参加

12. 8. 2 1  
12 .  7 .  23  

コ ー リ ャ ク 語資料収集
12. 9. 12 
12.  7. 24 

鉱床学 （構造解析 ） の研究のため
12 .  9 .  6 

先端材料の超塑性国際会議 (ICSAM 12. 7. 29 
2000） に 出席， 研究発表 12. 8. 8 
NMM2000磁気会議 に 出 席， 研 究 1 2 .  7 .  30 
発表 12. 8. 13 
電気イ ン ピー ダ ン ス 測定に よ る 岩 12.  7. 31 
石 内 の液体の形態変化 に関す る 研
究 12. 10. 1 
核磁性に 関す る サ テ ラ イ ト 会議 に 12.  7 .  31  
出席， 研究資料収集 12. 8. 14 

12 .  7 .  
合唱事情 に 関す る 調査

12.  7. 5 
第 3 回ア ジ ア制御会議に 出席， 研 12. 7. 3 
究発表 12. 7. 8 
第34回配位化学 国際会議 に 出席， 12 .  7 .  7 
発表 12. 7. 18 

12 .  7. 1 1  
自 由表面流のモ デ リ ン グ解析

12.  9. 13 
オ リ ン ピ ッ ク 世界 男子最終予選会 12. 7. 20 
（バ レーボ ー ル ） の運営 に 関す る
調査研究 12.  7. 28 

12. 7. 22 
第27回国際心理学 会 に 出席

12.  8. 1 
バ レーボール全 日 本女子選手 の海 12.  7 .  22  
外遠征 に お け る 健康管理 ・ コ ン デ
ィ シ ョ ニ ン グに 関す る研究 12. 7. 30 
ウ デナ ガ カ ス リ モ ミ ジ ガ イ に お け 12. 7 .  27 
る “ 交尾 ” 習性 と 発生 に関す る研究 12.  8. 10 
道具のルー ツ と 伝統的物創 り の 現 12.  7. 27 
場の調査 12. 8. 3 

12 .  7. 29 
近代中国史 に 関す る文献調査

12.  8. 23 
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���� 
《住所変 更 》

部 局 職 氏 名

経 理 部 文部事務官 永 井 昭 光（ 給与係主任）

教 育 学 部 文 部 教 官 深 見 友紀子（助 教 授）

教 育 学 部 文 部 教 官 演 谷 昌 代（附属小学械護繍）

経 済 学 部 文 部 教 官 鈴 木 基 史（ 助 教 授）

《新任者住 所》

部 局 職 氏 名

生 涯 学 習 教 育 文 部 教 官 仲 嶺 政 光研 究 セ ン タ ー （講 師）

人 文 学 部 事務補佐員
田 村 真 紀理 学 部 （物理学 ・ 化学）

ー』��［！）
部 ｜

8 ～ 9 日 大学教員 懇談会 （ 八 王 子 市 大 学 セ ミ ナ ー ハ
本 ウ ス ）

7 月 3 日 物品請 求 ・ 予 算 照 会 シ ス テ ム 稼働 10 日 事務局連 絡 会
4 日 辞令交付 事務局一斉清掃

第 8 回運営会議 10～ 14 日 体験学 習 事業 「社 会 に 学ぶ 14歳 の 挑 戦 」 の 中
第 1 回 自 己点検評価委員会研究活動等 専 門 委 学生 16名 を受入れ
員 会 1 1 日 第 9 回運営会議
事務局連絡会 第 3 回教養教育検討特別委員会
第 4 回将来計画委員会 12～ 17 日 定期健康診断

5 日 第 3 回 国際交流委員 会留学生部会 12～ 13 日 文部省概算要求 ヒ ア リ ン グ
北陸三 県大学学生 交歓芸術祭運営委員 会 1 3 日 文部省人事関係 ヒ ア リ ン グ

6 日 第 1 回 自 己点検評価委員 会管理運営専門委員 文部省事務局長 ヒ ア リ ン グ
� 第 2 回 自 己点検評価委員 会管理運営専門 委 員
第 3 回 水質保全セ ン タ ー運営委員会 三:r;;泊h

6 ～ 7 日 富 山 消 防署査察 17 日 辞令交付
7 日 新規学卒雇用 フ ォ ー ラ ム （第一 イ ン新湊 ） 事務局連絡会
8 日 第52回北陸地 区 国 立大学体育大会開会式 （ 福 第 10回運営会議

井 医 科 大学 ） 第 7 回教育研究基盤校費検討委員 会

一 2 1 -
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17～ 18 日 厚生補導研究協議会 （東京大学 山 上 会 館 ） 学部将来計画委員会

18 日 第 3 団施設整備委 員 会 26 日 研 究科委員 会
第 2 回 自 己点検評価委員 会 教授会
第 1 目安全管理 委 員 会
第 4 回事務協議会 ｜ 教 育 学 部
高 校 と 大学 と の入試懇談会 （黒 田講堂会議室 ）
率先実行計画地方支 分部局職員等説 明 会 （ 富 7 月 3 日 学部広報委員会
山 合 同 庁 舎 ） 附属養護学校学校説 明 会 （ 中学部 ・ 高等部 ）
第 4 回教養教育実施専 門委員 会 4 日 学部留学生委員 会

2 1 日 第 4 回部局長会議 附属養護学校学校説 明 会 （小学部 ）
第 7 回評議会 5 日 学部入学試験委員会

24 日 事務局連絡会 学部予算委員 会
25 日 第 1 1回運営会議 6 日 開属養護学校避難訓練

25～28 日 平 成 12年度東海 ・ 北陸 ・ 近畿地区学 生 補 導 厚 6 ～ 7 日 富 山 消 防署立入査察
生 研 究 会東 海 ・ 北陸地区研修会 10 日 学部将来計画委員会

（愛知 レ ク リ ェ ー シ ョ ン セ ン タ ー ） 学部一斉清掃
平成 12年 度 東 海 ・ 北陸地区 国立学校等技 術専 12 日 教授会
門職員 研 修 （ 機械 コ ー ス ） （金沢大学， 本学 ） 人事教授会

26 日 第 1 回運営諮問会議 （名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル ） 14 日 職員健康診断
前学期授業終了 17 日 附属幼稚 園第 l 学期終業式
文部省共済組合監査 19 日 学部学生生活委員 会
文部省人事課給与班給与関係事務調査 学部教務委員会

27 日 平成 12年度学校 図 書 館 司 書教諭講習 学部広報委員 会
（ ～ 8 月 10 日 黒 田 講堂 会議室 ） 附属小学校， 中学校及び養護学校第 1 学 期 終

富 山 県大学学生部懇談 会 （ 富 山 短期大学 ） 業式
第 4 回大学教育 委 員 会 25 日 学部留学生委員 会

28 日 第 3 回入学試験実施委員会 26 日 学部入学試験委員会
第 3 回総務委員 会 27 日 研 究科委員会小委員会
第 4 回教養教育検討特別委員 会 31 日 教育方法改善 （FD ） 推進検討委員 会

31 日 辞令交付
第 8 回 評 議 会 （ 臨 時 ） 経 済 学 部 ｜
第 1 回 国際交流会 館運営委員 会
事 務 局 連 絡 会 7 月 5 日 経済学部長候補者選挙

教授会
研 究科委員 会小委員会
学部教務委員 会

7 月 5 日 学部教務委 員 会 6 日 学部学生生活委員会
学部 自 己点検評価委員 会 10 日 学部入学試験委員会
学部将 来 計 画委員 会 財務委員会

10 日 学部特 別 昇 給 委員 会 12 日 助手業務 見直 し検討委員会
学部入学試験 委 員 会 人事基本問題検討委員 会

1 1 日 学部予算委員 会 人事教授会
12 日 教授会 研 究科委員 会
19 日 学部教務 委 員 会 教授会
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19 日 教官懇談会

カ リ キ ュ ラ ム 改 正 に 関す る 公聴 会
学部 自 己点検評価委員 会

25 日 学部教務委員 会
26 日 学部学生生活委員 会
27 日 就職 ガ イ ダ ン ス

理 学 部 ！
？ 月 5 日 出前講義 （ 富 山 県立八尾高等学校）

6 日 学部学生生活委員会
7 日 出前講義 （ 富 山 県立石動高等学校）

理工学研究科博士前期課程理学部会教育委員
ぷ与""" 

10 日 学部教務委員 会
1 1 日 学部入試委員 会
12 日 第 3 年次編入学者 選抜試験

理工学研究科博士後期課程部会
14 日 学部学生生活委員会
17 日 学部 自 己点検評価 委 員 会

学部予 算委員会
19 日 理工学研究科博士前期課程理学部会

教授会
人 事教授 会
学部安全管理委員 会動物実験安全専門委員会

24 日 理工学研究科博士後期課程専攻長会議
26 日 学部安全管理委員 会排水安全専門委員 会
27 日 出前講義 （ 富 山 県立福野高等学校 ）

工 学 部 ｜
7 月 4 日 学部学生生活委 員 会

5 日 平成 13年度工学部編入学試験 （学力選抜 ）
6 ～ 7 日 富 山 消 防署立入査察

7 日 学部入学試験検討委員 会
10 日 学部運営委員 会
1 1 日 学部教務委員 会
12 日 教授会

専任教授会
理工学研 究科博士前期課程工学部会
理工学研究科博士後期課程部会
理工学研究科博士後期課程部 会 （工学 系 ）
平成 13年度工学部編入学試験 （学力選抜 ） 合
格発表

報 第427号

13 日 夏季休業
14 日 温交会役 員 会

18～20 日 日 本工学教育協会年次大会 （名 古屋工業大学）
24 日 理工学研究科専攻長会議

学部紀要委員会
31 日 工学部公開講座 （ 中学生対象 ） 「 見 え な い も

の を 観 る 」 （～ 8 月 1 日 ）

｜ 附 属 図 書 館 ｜
7 月 6 日 北 信 越 地 区 電 子 ジ ャ ー ナ ル 担 当 係 長 等 会 議

（ 本学 当 番 ）
7 日 第 2 回 50年史編集小委員 会

10～ 14 日 中学生 の 体験学習 「14歳の挑戦」 指 導 ボ ラ ン
テ ィ ア

19 日 第 2 回 商議会

糊同研理-l! /9- l 
7 月 5 日 交流振興会理事会 ・ 総会

14 日 先端技術講演会
演題 ・ 「酸化 チ タ ン光触媒 の 基礎 と 応用 研 究
最前線」
講師 ； 橋本 和仁 東京大学先端科学技術 研
究セ ン タ ー教授

2 1 日 第 5 回運営委員 会
31 日 先端技術研修 （計測 コ ー ス ） （ ～ 8 月 4 日 ）

総合繍処理-l!/9- l 
7 月 1 1 日 第 3 回運営委員 会

｜ 留学生センター ｜
7 月 17 日 第 1 回運営委員会

会員委
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｜ 機器分仇ンター ｜
7 月 27 日 第 2 回運営委員 会
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